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はじめに

セミは地中で数年間幼虫時代を過ごし、成虫も長距離を移動することはないと考えられて

いることから、生息場所からあまり移動せず、その土地の環境変化の影響を受けやすいと

推測され、その地域の自然環境を計るモノサシ、すなわち指標生物として期待されていま

す。 セミの抜け殻は幼虫から成虫へ羽化する際の脱皮殻で、抜け殻の存在は、その場所で

1 匹のセミが羽化した証拠として、定量的な調査が可能となります。また、①セミはどこに

でもそれなりの数が生息している。②種類が限られている。③抜け殻によるセミの種類の

見分け方は、少しだけコツを覚えれば誰でも簡単にできる。④セミの抜け殻は逃げないた

め子どもでも簡単に採取できる。⑤生きているセミを採取する訳ではなく、セミの抜け殻

を主な餌としている生き物もいないので、抜け殻を採取しても生態系に与える影響が小さ

くて済む。などの理由から「セミの抜け殻による調査」は全国各地の個人・団体によって

実施されてきました。しかし、個々の調査で手法が統一されていないために比較すること

が難しく、そのデータの信頼性にも大きな差がありました。

そこで「セミの抜け殻しらべ市民ネット」では、日本自然保護協会自然観察指導員の有志

を中心とした市民ボランティアによって 2009 年から「セミの抜け殻しらべ」を統一した

手法で継続的に実施することにしました。そして、この方法により信頼性の高い基礎的情

報を収集すると共に、セミの生息状況の変化からその地域の環境変化に気付こうという試

みを始めました。

2017 年の調査では多くの市民ボランティアの協力を得て、全国 28 調査地、57 のサイト

で調査が行われ、27,684 個の抜け殻を採取、鑑別しました。当報告書は、集められたデー

タを集計、過去の調査結果とも比較・解析し、そこから見えてくることをダイジェストに

まとめたものです。

調査に参加し貴重なデータをお送りいただいた全国の皆様に感謝申し上げると共に、今後

も全国各地での継続的な調査を実施していくために、多くの皆様の参加をお願い申し上げ

ます。

  

2018 年 9 月吉日

     セミの抜け殻しらべ市民ネット 会長  田邉貞幸

NACS-J 自然観察指導員東京連絡会 代表  川上典子

報告書作成 小久保雅之
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１．調査方法

調査は、2017 年 7～9 月に 3 回以上、調査者が任意に選定した調査地において、調査サイトを一箇所また

は複数設定し、そのサイト内において調査者の手の届く範囲にあるセミの抜け殻（地面に落ちている抜け殻

も含む）を全て収集・鑑別・記録するという手法で実施した。 調査サイト面積は原則として 100m2以上と

した。また、調査サイトの周辺の環境（平地、里山・丘陵など）、調査地の様子（都市公園、自然公園・保

存緑地など）、調査地の地面（一面に下草・落葉、下草・落葉がまばら、地面が露出）について記録した。

調査者は、定められた調査票に、収集結果や調査サイトの情報を記入した。 抜け殻の鑑別は昨年までの鑑

定結果とその検証結果から一定レベルでの鑑定ができることが認められている調査者のデータはそのまま使

用し、一定レベルでの鑑定ができることが確認されていない場合はデータと共に抜け殻を再検者へ送付し

た。 再検者は、種の同定、調査票のチェックなど、データの信頼性を高める作業を行った。

全体での集計の他、各調査地、調査サイトでの比較検討を行った。また 5 年以上継続して調査できたサイ

トについて、抜け殻数と種構成の推移を比較した。さらに、個々の調査地、サイトについても可能な範囲

で、種構成の特徴や経年変化について考察を加えた。

２．調査の概要

2017 年の調査地、調査結果を表 1、表 2 にまとめた。28 調査地、57 のサイトで調査が行われ、27,684 個

の抜け殻を採取、鑑別した。

2010 年から 2017 年の 8 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数を表 3 に示した。 若干の増

減はあるが、29～36 調査地 54～68 の調査サイトで調査が行われた。昨年まで調査していたが、今年調査

を行わなかった調査地・サイト、今年初めて、あるいは、調査を復活させた調査地・サイトもあるが、

2017 年は例年に比べ抜け殻数は少なかった。
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表-１ セミの抜け殻しらべ 2017 調査結果一覧（１）首都圏

都道府県 調査地名 サイト名 調査場所の地面 主担当者 ニイニイゼミ ミンミンゼミ アブラゼミ　 ツクツクボウシ ヒグラシ クマゼミ エゾゼミ チッチゼミ 計

A 土が露出 0 2 94 0 0 69 0 0 165
B 土が露出 1 9 337 0 0 20 0 0 367
C 土が露出 0 1 50 0 0 11 0 0 62
計 1 12 481 0 0 100 0 0 594

神奈川県 横浜公園（横浜市中区） 土が露出 東佐知子 3 27 560 2 0 13 0 0 605
市ヶ谷～飯田橋 土が露出 田邉貞幸 2 409 139 1 0 0 0 0 551
雑木林市ヶ谷寄りコアサイト 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 8 392 222 3 0 0 0 0 625
計 10 801 361 4 0 0 0 0 1,176

葛西臨海公園（江戸川区） ホテル裏 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 25 139 2,328 0 0 119 0 0 2,611
小石川植物園（文京区 梅林内のＷＣ横のエリア 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 3 4 97 3 0 0 0 0 107
代々木公園（渋谷区） 代ゼミ 下草・落ち葉がまばら 原田博雄 595 29 1,281 44 1 161 0 0 2,111

ハナミズキ林前 下草・落ち葉がまばら 61 0 30 0 0 0 0 0 91
首賭けイチョウ前 下草・落ち葉がまばら 122 88 583 2 0 0 0 0 795
野外音楽堂東 下草・落ち葉がまばら 47 13 258 0 0 0 0 0 318
ツツジ山東 一面に下草・落ち葉 2 35 93 0 0 0 0 0 130
市民カレッジ前東 下草・落ち葉がまばら 31 18 222 0 0 0 0 0 271
市民カレッジ前西 下草・落ち葉がまばら 6 0 43 0 0 0 0 0 49
計 269 154 1,229 2 0 0 0 0 1,654

深沢一丁目緑地（世田谷区） 土が露出 原口裕子 0 102 92 0 0 0 0 0 194
光が丘公園（練馬区） 昆虫原っぱ 下草・落ち葉がまばら 中村忠 1,841 214 1,484 38 0 0 0 0 3,577

北の丸公園（千代田区） 一面に下草・落ち葉 山口勝彦 77 69 138 27 0 0 0 0 311
石神井公園（練馬区） さくら・くぬぎ広場 下草・落ち葉がまばら 中村忠 103 1,079 490 20 0 0 0 0 1,692

大泉中央公園(練馬区） 四季の広場 一面に下草・落ち葉 森田章義 45 312 2,803 36 0 1 0 0 3,197
北地区 一面に下草・落ち葉 野本雅央 343 1 122 1 0 0 0 0 467
南地区 一面に下草・落ち葉 小口治男 292 7 197 13 0 0 0 0 509
計 635 8 319 14 0 0 0 0 976

玉川上水緑道（杉並区久我山） 牟礼橋〜浅間橋 その他 大塚惠子 1 27 68 16 0 0 0 0 112
A 一面に下草・落ち葉 0 73 685 13 57 0 0 0 828
B 下草・落ち葉がまばら 0 5 547 10 74 0 0 0 636
計 0 78 1,232 23 131 0 0 0 1,464
A 一面に下草・落ち葉 102 0 67 16 2 0 0 0 187
B 下草・落ち葉がまばら 103 0 11 3 9 0 0 0 126
C 一面に下草・落ち葉 135 1 89 7 1 0 0 0 233
計 340 1 167 26 12 0 0 0 546
エノキ 土が露出 11 1 9 0 0 0 0 0 21
ユリノキ 土が露出 0 0 15 0 0 0 0 0 15
サクラ 土が露出 0 1 4 0 0 0 0 0 5
雑木林 一面に下草・落ち葉 0 2 11 0 0 0 0 0 13
計 11 4 39 0 0 0 0 0 54

3,959 3,060 13,169 255 144 394 0 0 20,981
18.9% 14.6% 62.8% 1.2% 0.7% 1.9% 0.0% 0.0% 100.0%

首都圏　計

％

都立小山田緑地（町田市）
志村京子

大木島公園（日野市）
小久保雅之

小久保雅之

荻窪奈緒

野川公園(調布市・三鷹市・小金井市）

国分寺X山（国分寺市）
小久保雅之

埼玉県 蕨市民公園（蕨市）
堀内伸一郎　

東京都

外堀公園(千代田区）

日比谷公園(千代田区）
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表-2 セミの抜け殻しらべ 2017 調査結果一覧（2）阪神地区・その他

都道府県 調査地名 サイト名 調査場所の地面 主担当者 ニイニイゼミ ミンミンゼミ アブラゼミ　 ツクツクボウシ ヒグラシ クマゼミ エゾゼミ チッチゼミ 計

関西学院上ヶ原キャンパス（西宮市） 内日本庭園 下草・落ち葉がまばら 品川正法 15 1 121 0 0 34 0 0 171
６地区A 一面に下草・落ち葉 2 0 36 0 0 261 0 0 299
８地区 一面に下草・落ち葉 0 0 14 0 0 9 0 0 23
１０地区 一面に下草・落ち葉 0 0 87 0 0 2 0 0 89
計 2 0 137 0 0 272 0 0 411
ホテルコース 一面に下草・落ち葉 0 0 0 0 13 0 3 0 16
小学校コース 一面に下草・落ち葉 0 1 4 0 859 0 12 0 876
計 0 1 4 0 872 0 15 0 892

赤塚山北公園(神戸市東灘区) 下草・落ち葉がまばら 久保紘一 29 0 170 0 0 6 0 0 205
渦が森団地・北公園（北西側の植え込み） 土が露出 八巻晤郎 5 0 14 0 0 321 0 0 340
寒天橋周辺 一面に下草・落ち葉 15 2 9 5 77 0 0 0 108
渦森展望台公園の東一角 一面に下草・落ち葉 5 4 112 5 1 0 0 0 127
計 25 6 135 10 78 321 0 0 575

71 8 567 10 950 633 15 0 2,254
3.1% 0.4% 25.2% 0.4% 42.1% 28.1% 0.7% 0.0% 100.0%

群馬県 岡之郷緑地公園（藤岡市） 岡之郷緑地公園 下草・落ち葉がまばら 櫻井昭寛 151 4 351 15 0 0 0 0 521
三輪公園 土が露出 栗林正俊 0 60 358 0 0 0 0 0 418
長野地方気象台 横 土が露出 栗林正俊 2 217 118 0 0 0 0 0 337
昭和の森公園 土が露出 栗林正俊 48 332 250 0 0 0 0 0 630
計 50 609 726 0 0 0 0 0 1,385
A 下草・落ち葉がまばら 0 0 0 0 10 0 0 0 10
B 一面に下草・落ち葉 0 0 0 0 1 0 0 0 1
C 一面に下草・落ち葉 0 あ 0 0 0 0 0 0 0
D 一面に下草・落ち葉 0 0 0 0 8 0 1 0 9
E 一面に下草・落ち葉 3 0 0 0 0 0 0 0 3
計 3 0 0 0 19 0 1 0 23
粟島公園② 一面に下草・落ち葉 0 0 1,468 0 0 0 0 0 1,468
粟島公園③ 一面に下草・落ち葉 0 0 865 0 0 0 0 0 865
計 0 0 2,333 0 0 0 0 0 2,333
吊り橋 下草・落ち葉がまばら 10 0 20 2 1 0 0 0 33
駐車場南 一面に下草・落ち葉 42 0 9 1 0 0 0 0 52
野外ステージ東 一面に下草・落ち葉 3 0 5 8 0 0 0 0 16

55 0 34 11 1 0 0 0 101
アカデミー富士（富士研修所） 本館北桜 一面に下草・落ち葉 岡崎一夫 0 0 75 6 5 0 0 0 86

259 613 3,519 32 25 0 1 0 4,449
5.8% 13.8% 79.1% 0.7% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

4,289 3,681 17,255 297 1,119 1,027 16 0 27,684
15.5% 13.3% 62.3% 1.1% 4.0% 3.7% 0.1% 0.0% 100.0%

阪神地区　計

兵庫県

学が丘南公園（神戸市垂水区）
八巻晤郎

六甲山記念碑台（神戸市灘区)
八巻晤郎

渦森台４丁目(神戸市東灘区) 八巻晤郎

％

長野県 長野市

山梨県 「ログハウスあかげら」周辺（北杜市）
小久保雅之

その他　計

％
合計

％

新潟県 粟島公園（五泉市）
山口勝彦

静岡県
駿河平自然公園（長泉町）

岡崎一夫
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表-3 2010 年～2017 年 8 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数

図-1 2017 年のセミの抜け殻しらべ

における全体の種構成（n=27,684）

３．2017 年に調査した全抜け殻の種構成と 8 年間の比較

以前は首都圏、阪神地区、その他、に分けて集計していた。しかし、調査地やサイトは各調査者が任意で決

めているため、必ずしもそれぞれの地域の色々な環境で万遍なく調査している訳ではないので、地域毎に集

計したデータでその地域の特性を議論するのは難しいと考え、全体の種構成のみを図-1 に示した。表-4 には

8 年間のデータを示すが、毎年調査地が変るので全体の集計の経年変化を比較しても得られるものは少な

い。なお、2009 年から調査は開始していたが、集計は 2010 年以降となる。

表-4 全調査地の集計（8 年間の比較）
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４．主な調査地・サイトの 2017 年の種構成と経年変化

a. 首都圏

図-2 には首都圏の各調査地における 2017 年の種構成を左上からアブラゼミの比率の大きい順に示した。首

都圏 17 調査地のうち 10 の調査地でアブラゼミが 50％以上を示した。

図-2 調査地別セミの種構成 （首都圏： 2017 年 アブラゼミ比率の高い順）

アブラゼミ以外の構成比はそれぞれの調査地で特徴があり、ミンミンゼミの比率が 10％以上は、外堀公園

（68％）、石神井公園（64％）、深沢一丁目緑地（53％）、玉川上水緑道（24％）、北の丸公園（22％）、大泉

中央公園（10％）の 6 調査地、ニイニイゼミの比率が 10%以上は、野川公園（65％）、小山田緑地（62％）、

光が丘公園（51％）、代々木公園（28％）、北の丸公園（25％）、大木島公園（20％）、日比谷公園（16％）の

7 調査地、ツクツクボウシの比率が 2%以上の調査地は、玉川上水緑道（24％）、北の丸公園（9％）、小山田

緑地（5％）、小石川植物園（3％）、代々木公園（2％）の 5 調査地であった。ヒグラシが採取されたのは 2
調査地で、国分寺 X 山（9％）、小山田緑地（2％）であった。また、クマゼミが採取された調査地は蕨市民

公園（17％）、代々木公園（8％）、葛西臨海公園（5％）、横浜公園（2％）、大泉中央公園（0.03％、3197 個

中 1 個）であった。

図-3 には複数サイトで調査した調査地の各サイトの種構成を示した。

同じ公園の中での種構成の違いは、樹木の種類、地面の硬さなどの環境の違いによる可能性が考えられる。

一つのサイトの中でも、特定の種が多い場所や樹木があることに気が付いているケースもあり、今後、さら

にサイト内を分割して調査することや、それぞれの樹木の枝が広がる範囲などで調査して比較することによ

り、新たな発見があるかもしれない。
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図-3 同じ調査地内での調査サイトによる種構成の違い

＜5 年以上継続調査できたサイトの抜け殻数、種構成の経年変化＞

図-4 に 5 年以上継続して調査ができたサイトの抜け殻数と種構成の経年推移を示した。

2017 年は抜け殻総数が減少し過去最低の数となったサイトが多かった。2016 年まで比較的年毎の変動が小

さかった小石川植物園や日比谷公園野外音楽堂東、ここ数年抜け殻数が増加傾向であった大泉中央公園、国

分寺 X 山 A などで特に顕著な減少があった。 抜け殻数の変動は、気象の変化など地域全体としての環境変

化だけでなく、樹木の剪定や下草刈り、公園管理の為の工事（手すりやベンチの設置）など、調査地やサイ

ト特有の環境の変化、あるいは調査担当者の交替、調査に関わった人数の変化に伴う調査範囲（手の届く範

囲など）の変動、他者によって抜け殻が採取されてしまったための減少など、色々な要因が入っている可能
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性が考えられる。2017 年の抜け殻数の総数の減少は、首都圏で最も構成比の高いアブラゼミの数の減少と相

関しているが、このように、複数の調査地、サイトで共通の変動をしている場合は、その年の気象条件の影

響が強い可能性がありそうだ。

図-4 5 年以上継続調査ができたサイトの経年変化

日比谷公園、首賭けイチョウ前サイトでの 2016 年と 2017 年の羽化の推移と天候の関係を表-5 及び図-5 に

示した。

ニイニイゼミの羽化のピーク時期でもある 7 月 8 日から 7 月 27 日までの 20 日間の天候を比較すると 2016
年は最高気温が 30℃を下回った日が 12 日あり、夜間に雨の降った日は 9 日であった。一方 2017 年は同じ

期間で最高気温が 30℃を下回った日が 3 日あり、夜間に雨の降った日は 3 日であった。 つまり、この期間

では 2017 年の方が好天で気温が高かった。この期間に羽化したニイニイゼミは 2016 年が 69 個に対し 2017
年 106 個と多かった。アブラゼミは 2016 年が 63 個、2017 年が 106 個と、ニイニイゼミと同様、気温が高

く、雨の少なかった 2017 年が多かった。一方、アブラゼミの羽化のピーク時期である 7 月 28 日から 8 月

16 日までの 20 日間では、2016 年は最高気温が 30℃を下回った日が 2 日、夜間に雨の降った日は 6 日であ

ったのに対し、2017 年は同じ期間で最高気温が 30℃を下回った日が 10 日、夜間に雨に降った日は 14 日あ

った。つまり、この期間では 2017 年の方が最高気温の低い日、夜間に雨の降った日が多かった。この期間に

羽化したニイニイゼミは 2016 年が 32 個に対し 2017 年が 9 個、アブラゼミは 2016 年が 634 個、2017 年が

384 個とどちらも、気温の低い日が多く、夜間に雨の降った日の多かった 2017 年が少なかった。首賭けイチ

ョウ前サイトは、必ずしもトータルのアブラゼミの羽化数が 2017 年に極端に減少してはいないが、一定期間
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の羽化の数は天候に左右されることがこのデータから推察される。なお、2017 年に 8 月中旬までのアブラゼ

ミの羽化数が例年に比べて少なかったことから、さらに遅い時期に羽化するセミが増えるのではないかと考

え、調査期間を延長してみたサイトもあったが、8 月下旬から 9 月に羽化数が増えることはなかったよう

だ。

表-5 日比谷公園 首賭けイチョウ前サイトにおける異なる期間の天候と羽化数（2016 年 2017 年比較）

図-5 日比谷公園 首賭けイチョウ前サイトにおけるセミの羽化状況と天候の関係（2016 年 2017年比較）

抜け殻数の増減が一定期間、毎年繰り返している場合、産卵から羽化までの期間（年数）がそのサイクルに

関係している可能性がある。例えば、ある種のセミが産卵から羽化まで 4年かかるとすると、抜け殻の数

（羽化数）が例年より多かった年は産卵数も多いと考えられ、その 4年後に、再び、抜け殻が多く採集され

る可能性がある。また、抜け殻の数（羽化数）が例年より少なかった年の 4年後に、再び、抜け殻が採集数

（羽化数）が少ない年が来ると予測される。典型的なものとして米国の 13年ゼミや 17 年ゼミなどの素数ゼ

ミは有名である。日本のセミについては産卵から羽化までの期間は様々な説があるが、アロエ等での飼育下

では幼虫期間（孵化から羽化までの期間はミンミンゼミ 2～4年、ツクツクボウシ 1～2年（主に２年）、アブ

ラゼミ 2～4年、クマゼミ 2～5年、ニイニイゼミ 4～5年（主に 4年）とされている。

http://www003.upp.so-net.ne.jp/cicada/aroe00.htm（村山壮五：蝉雑記帳）

この情報によれば、それぞれのセミで幼虫期間の年数は一定ではないが、ミンミンゼミ、アブラゼミはどち

らも幼虫期間が 3年のケースが一番多く 4年後が次に多かった。つまり産卵から孵化までの約 1年を加え、

抜け殻数の多かった 4年後又は 5年後に再び羽化の多い年が来る可能性があると考えられる。また、ニイニ

イゼミは産卵の年の秋には孵化し、幼虫期間が主に 4年であれば、4年の周期で抜け殻の多い年少ない年が

繰り返されることになる。

そういった点も考慮して、継続調査ができたサイトのデータを見てみることとする。
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横浜公園は他のサイト同様 2017 年の抜け殻総数、アブラゼミが減少して過去 5年間で一番少なかったが、

その変動幅は小さく、安定していると言える。ミンミンゼミの変動は小さい。

大泉中央公園は 2016 年まではアブラゼミ、ミンミンゼミが増加傾向で、ツクツクボウシは減少傾向であっ

たが、2017 年は抜け殻採取数が大幅に減少した。アブラゼミは 2010 年以降、奇数年が多いパターンで毎年

増減を繰り返していた為、2017 年は増加することを予想していたが、逆に 2017 年は減少した。

アブラゼミの 2017 年の減少は、他のサイトでも同様の傾向があり、前述のようにアブラゼミの羽化のピー

ク時期に気温が低く、雨の日が多かったという天候の影響が考えられる。 なお、調査日の天候が雨や猛暑だ

った為に、例年より採取数が減った可能性があると調査担当者がコメントしていること、ミンミンゼミ、ツ

クツクボウシの構成比は例年と差がないことから、調査日の天候等が調査の精度に影響する可能性も考えら

れた。

国分寺 X 山は、武蔵野の雑木林の植生を残す保存緑地で、ヒグラシが多くニイニイゼミの抜け殻がほとん

どないことを特徴とする。人が入ることはほとんどなく下草で覆われている A サイトと、ベンチやテーブル

が設置され地面が踏み固められている B サイトで調査を行っている。どちらのサイトも、2016 年まではアブ

ラゼミが増加傾向にあったが、A サイトでは 2017 年は著しく減少した。A サイトは 2012 年まではツクツク

ボウシの抜け殻数、比率が高かった。当時ツクツクボウシはウワミズザクラの古木の周りで多く採取されて

いたが、その樹が伐採されてしまってからツクツクボウシが減少している。同様にツクツクボウシが特定の

樹木の下に多かった調査サイトで、その木が伐採された後に減少することは、調査を終了している日比谷公

園、日比谷パレス裏サイトでも経験しており、2016 年の報告書で考察している。ヒグラシは A、B 両サイト

で採取されているが、B サイトで、増加傾向にあり、下草の多さや地面の硬さはヒグラシの羽化数に影響し

ていないようである。

日比谷公園の首賭けイチョウ前サイトと野外音楽堂東サイトは 2015 年以降ニイニイゼミとミンミンゼミが

減少した。特に 2017 年の野外音楽堂東サイトはアブラゼミ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、いずれも激減

し、ツクツクボウシは毎年、少数ではあるが採取されていたのが 2017 年は全く採取できなかった。

野外音楽堂東サイトは、2010 年をピークに抜け殻数が減少している。2011 年以降、下草刈りや樹木の剪定

が頻繁に行われるようになった印象があり、公園の管理との関係が示唆される。2008 年のリーマンショック

による景気低迷と 2011 年以降の景気の回復が公園管理と関連しているかもしれない。下草刈りや樹木の剪定

作業がしっかりされるようになると、結果として、産卵できる枯れ枝が減り、地面が乾燥化するなど、セミ

にとって厳しい環境への変化が起こる可能性がある。ただし、2016 年から 2017 年にかけてはサイト内の樹

木や下草の様子に目立った変化はなく、抜け殻の減少の原因はわからない。

小石川植物園では 2016 年に比べ 2017 年にアブラゼミが半減、ニイニイゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボ

ウシが激減した。2012 年以降ニイニイゼミの減少とツクツクボウシの増加傾向が見られていたが、2015
年、2016 年にはツクツクボウシが減少しており、2015 年頃から、調査サイト内の樹木の剪定がされるよう

になり、その影響もあると考えられる。

外堀公園の二つサイトは、他の調査地で 2017 年に多く見られたアブラゼミの著しい減少は見られていな

い。外堀公園が他の多くの調査サイトと異なるパターンを示した原因は不明である。ここではミンミンゼミ

の比率が高く、ミンミンゼミの経年変化を読み取ることができる。2009 年から 2015 年までのデータでは、

3 年毎にミンミンゼミが多くなるパターンが見えていた。このデータから産卵から孵化まで 1 年、幼虫期間 2
年の計 3 年のサイクルがある可能性を示唆しており、2016 年、2017 年は 2015 年より減少すると予想してい

た。しかし、予想に反して 2016 年 2017 年ともにミンミンゼミの抜け殻数は 2015 年に比べ多かった。セミ

の幼虫期間は数年の幅があり、何年で羽化するかは地中の温度などの条件や、栄養源となる樹木の種類によ

って変わる可能性も考えられ、様々な要因で変化するのかも知れない。
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葛西臨海公園ホテル裏サイトは 2016 年までアブラゼミ、ミンミンゼミ、クマゼミの増加が見られていた

が、2017 年は、アブラゼミとミンミンゼミが減少、クマゼミは微増した。そのためクマゼミの構成比は増加

している。

代々木公園は 2013 年にアブラゼミ、ニイニイゼミがピークを示し、その後減少していた。2014 年の調査

終了後にデング熱のヒトスジシマカの媒介による感染が起き、対策が講じられた。ニイニイゼミの減少との

関連も示唆される。一方でクマゼミは増加傾向にあるが、2017 年は頭打ちとなった。

蕨市民公園の調査については、巻末の「2017 年セミ・セミナー記録」を参照ください。

ｂ. 阪神地区

図-6 には阪神地区の 12 サイトの種構成をアブラゼミの比率が高い順に示した。阪神地区の都市部の公園は

クマゼミが多いことは良く知られているが、調査対象とされる調査地、サイトには都市部の公園だけでな

く、六甲山記念碑台や寒天橋周辺のように自然度の高い場所も含まれている。その点を考慮して調査結果を

見る必要がある。

全般的に首都圏と比べてミンミンゼミが少なく、ツクツクボウシ、ミンミンゼミは一部の調査地で少数採取

できたのみであった。クマゼミの抜け殻が取れる調査地、サイトはその比率が大きい場合が多く、ニイニイ

ゼミ、アブラゼミはクマゼミと共存しているが、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、ヒグラシは全く採取され

ていないか、採取されてもわずかである。首都圏の葛西臨海公園や代々木公園ではミンミンゼミとクマゼミ

が同じ調査サイトの中で共存しているが、羽化する樹木レベルでは棲み分けている可能性がある。また、今

後クマゼミが増えた場合にミンミンゼミが減少したり、駆逐されてしまう恐れもある。

図-6 調査サイト別セミの種構成 （阪神地区： 2017 年） アブラゼミの比率が高い順
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図-7 に渦森台 4 丁目の 3 つのサイト（渦森台展望台公園、寒天橋周辺、渦が森団地・北公園）の位置関係

を航空写真で示し、抜け殻数と種構成の経年変化を示した。

図-7 兵庫県神戸市渦森台の航空写真（google より）と抜け殻の推移

2016 年の報告書でも記述したが、渦森台は 1961 年から 1969 年にかけて、旧・住吉村域内（住吉地区）に

ある渦ヶ森（うずがもり）と呼ばれる標高 362.2m の山を神戸市が造成した住宅地である。渦が森展望台公

園は住宅地の最上部に作られた公園、寒天橋周辺は造成された住宅地からはずれた、元々の自然が残された

川沿いの場所、渦が森団地・北公園は造成された住宅地のほぼ中央に新たに作られ、植栽も外部から持ち込

まれたと考えられる。これら 3 サイトの種構成の違いは、人為的な環境への介入がセミの種構成に大きく影

響することを示唆していると思われる。それぞれのサイトは 250～270m 程度しか距離が離れていないにも

関わらず、種構成は全く異なっている。300m 程度の距離はセミでも移動可能距離と考えられるが、少なく

とも調査した 2017 年までの７年の間に、北公園から展望台公園や寒天橋周辺への明らかなクマゼミの侵出

や、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、ヒグラシの寒天橋周辺からの北公園への侵出は見受けられなかった。

しかし、2015 年の調査では寒天橋周辺でクマゼミのメス 1 個が採取されている。また、展望台公園では調査

サイトの範囲外ではあるが、2015 年には入り口付近で、2016 年は公園内の藤棚でクマゼミの抜け殻が確認

され、2017 年にはメスの成虫が確認されており、そこで産卵した場合には数年後には羽化も確認される可能

性がある。徐々にではあるが、クマゼミが生息範囲を拡大してきている可能性があり、今後の調査結果に注

目していきたい。展望台公園と寒天橋周辺では 2017 年に抜け殻数が大きく減少した。東京の多くのサイトと

パターンが似ている。
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図-8 に、上記渦森台地区以外の 5 年以上継続調査できたサイトの経年変化を示した。

図-8 5 年以上継続調査ができたサイトの経年変化（渦森台を除く阪神地区）

学が丘公園の６地区 A サイトは 2014 年に急激な抜け殻数の減少が見られた後、クマゼミが急速に増えてい

る。どのような条件でクマゼミが増加しているのか興味深い。8 地区、10 地区では 2012 年以降、抜け殻数

が減少し、その状態で安定していてクマゼミが増える傾向はみられない。8 地区では 2012 年に鉄柵工事が行

われており、サクラやエノキの元気がないと報告されている。10 地区では生垣の植え替え作業がその間に入

っており、その影響も考えられるが、それだけでは説明できない部分もあり、他にも原因があるのかもしれ

ない。

赤塚山北公園も 2013 年に抜け殻数が減少し、その後増加傾向にある。2013 年の担当者の報告によると、

7 月 29 日に低木の剪定とそれに伴う清掃が実施され 8 月下旬の豪雨で抜け殻が流された可能性が考察されて

おり、人為的環境変化や雨による抜け殻の流出が調査結果に影響した可能性がある。ニイニイゼミが増加傾

向、クマゼミが増える傾向はみられない。

関西学院上ヶ原キャンパスも年ごとの変化は大きいが、種構成の大きな変動は見られていない。2017 年の

アブラゼミの減少は、首都圏でのアブラゼミの減少と似たパターンにも見える。

c. その他の調査地

図-9 には首都圏と阪神地区以外の調査地の 2017 年の種構成を、図-10 には駿河平自然公園と長野市の各サ

イトの種構成を円グラフで示した。図-11 には 5 年以上継続調査ができた調査地、サイトの経年変化を示し

た。

図-9 調査地別セミの種構成 （首都圏・阪神地区以外： 2017 年 アブラゼミ比率の高い順）
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図-10 同じ調査地内での調査サイトによる種構成の違い

図-11 5 年以上継続調査ができた調査地・サイトの経年変化（首都圏・阪神地区以外）

粟島公園（新潟県五泉市）は過去に数回ニイニイゼミ、ツクツクボウシが採取されたことがあったが、

2017 年は 100%アブラゼミであった。アブラゼミの年毎の変動は毎年増減を繰り返しているように見え

る。特に 2012 年 2014 年は極端に数が少なく、2013 年に非常に多いという特徴的なパターンを示した。こ

れと同じパターンが産卵から羽化するまでの年数の後に出る可能性を期待していたが、2016 年、2017 年に

はその兆候は見られなかった。

アカデミー富士（静岡県裾野市）は 2016 年まではミンミンゼミの抜け殻は採取できていないが、アブラゼ

ミ主体に、ニイニイゼミ、ツクツクボウシ、ヒグラシ、がバランスよく採取されていた。2014 年以降アブラ

ゼミが増加していて、2017 年はアブラゼミ以外のニイニイゼミ、ツクツクボウシ、ヒグラシは減少し、ニイ

ニイゼミは採取できなかった。

岡之郷緑地公園（群馬県藤岡市）ではニイニイゼミ、ツクツクボウシの比率が高くミンミンゼミも少数採取

できている。アブラゼミが偶数年に多い変動パターンが続いている。ニイニイゼミは全国的に多かった 2012
年をピークに年々減少してきていたが、2017 年は 2014 年並みに復活した。今後の推移に注目したい。

駿河平自然公園はニイニイゼミの構成比高い調査地である。3 つのサイトいずれもニイニイゼミの構成比が

高いが、駐車場南サイトはニイニイゼミの比率が 80%を占め、町田市の小山田緑地 B サイトに続いて高かっ
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た。ニイニイゼミの構成比の高いサイトに共通する環境や条件があるか、今後の課題である。野外ステージ

裏サイトでは、2017 年はニイニイゼミ、アブラゼミが激減したが、ツクツクボウシが増加した。吊り橋中間

サイトではニイニイゼミが減少して、アブラゼミが増加した。

山梨県北杜市「ログハウスあかげら」周辺の A～D サイトは別荘地で、別荘地の道に沿ったラインセンサス

的な調査をしている。周囲はアカマツ、コナラなどの雑木林で、調査を始めた 2009 年頃は雑木林に囲まれた

サイトではヒグラシとエゾゼミ以外はほとんど採取されなかった。しかし、毎年のように部分的あるいは大

規模な森林の伐採が行われ、伐採で陽が当たるようになると、アブラゼミの抜け殻が増える傾向が見られて

いる。ただし、大規模な伐採が行われると数年で抜け殻数は激減している。2017 年の A・B・C、2015 年の

D サイトがその例である。別荘地の林から出た集落の桜並木である E サイトではニイニイゼミが多く採取さ

れている。

５．アブラゼミの羽化時期 －首都圏と阪神地区の違い－

過去の報告書にも掲載しているが、2011 年の調査で赤塚山北公園（兵庫県）と日比谷公園、野外音楽堂東

サイト（東京）のアブラゼミの羽化時期に差があることに気が付いた。図-12 に 2011 年の両サイトのデータ

を示す。どちらのサイトも７月中旬から 8 月上旬の間、週に 5 日程度調査を行っている。羽化時期を比較す

るためにオス・メスそれぞれの累積抜け殻数が、総数（最終の累計採取数）の 50％を超えた日を比較してみ

た。赤塚山北公園ではオスが７月 25 日、メスが 8 月 2 日であったのに対し、日比谷公園、野外音楽堂東サイ

トではオスが 8 月 9 日、メスが 8 月 15 日であり、2 週間程度の違いが認められた。

図-12 アブラゼミの羽化の推移 赤塚山北公園（兵庫県）と日比谷公園（東京）の比較（2011 年）

その後、7 月中旬から 8 月上旬の間に週に 5 回程度の調査ができた 4 つのサイトについて、アブラゼミの初

採取日と総数の 50％を超えた日を調べて比較し、表-6 に示した。
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神戸市東灘区の赤塚山北公園では 2015 年までは大きな変動がなかったが、2016 年はオス・メス共に初採

取日、50％を超えた日どちらも早まっていた。一方、首都圏の三つのサイトは初採取日、50％を超えた日、

共に経年的に早まる傾向がある。その結果、2015 年までは赤塚山北公園と首都圏３サイトの差は小さくなっ

ていた。しかし、2016 年は赤塚山北公園の羽化時期が早くなり、その差は再び広がったが、2017 年は 2015
年並みであった。

アブラゼミの首都圏と阪神地区、あるいはサイト毎、年毎の羽化時期の違いは、環境、気象条件、遺伝的違

いなど複数の要因が原因となっている可能性が考えられ、さらなるデータの蓄積と検討が必要と思われる。

表-6 週 5 日程度調査しているサイトのアブラゼミの抜け殻初採取日と 50％超え日の経年推移

６．2017 年および 2009 年からの調査結果のまとめ

１）2017 年は 28 調査地、57 サイトで 27,684 個の抜け殻を採取、鑑別した。

2010 年から 2017 年の 8 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数は、 若干の増減はある

が、29～36 調査地 54～68 の調査サイトで調査が行われ、毎年 3～4 万個前後のセミの抜け殻を採取し

ていたが、2017 年は今までで一番少なかった。

2017 年の抜け殻数の総数の減少は、首都圏で最も構成比の高いアブラゼミの数の減少と相関している。

２）各調査地・サイトの種構成は、同じ公園内や距離的に近い場合でも異なっていた。

2017 年の首都圏では 17 のうち 10 の調査地でアブラゼミが 50％以上を示し、アブラゼミ以外の種構成

はそれぞれの調査地で特徴があった。一つの公園で複数のサイトで調査した場合、同じ公園内でも、サイ

トにより種構成が異なることも多かった。

阪神地区では 4 調査地 10 サイトで調査が行われた。渦森台 4 丁目の 300m ほどしか離れていない 3 サ

イトはそれぞれ種構成が全く異なった。寒天橋付近や六甲山記念碑台など、自然環境の豊かな調査地、サ

イトではヒグラシ主体でクマゼミがいないなど、調査サイトの環境の違いにより、種構成が異なってい

た。

一つのサイトの中でも、特定の種が多い場所や樹木があることに気が付いているケースもあり、今後、

さらにサイト内を分割して調査することや、それぞれの樹木の枝が広がる範囲などで調査して比較するこ

とにより、新たな発見があるかもしれない。

３）抜け殻の数は年毎に大きく変動することが多く、種構成は徐々に変動するケースが多い。

毎年継続して調査している調査地、サイトの抜け殻数は毎年変動し、一番少ない年と一番多い年で 10
倍程度の差があるサイトもあった。一方で、種の構成比の変動は小さいが、ニイニイゼミが経年的に減少

傾向であったり、ミンミンゼミが経年的に増加傾向を示すサイトもあった。

４）抜け殻数や種構成を変動させる要因は様々。

ある年の羽化数と産卵数は相関すると予想される。もし、産卵から羽化までの期間が種毎に一定であれ
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ば、増減が一定のサイクルで繰り返されることが予測される。一定の期間でその傾向がみられたサイトも

あったが、そうでない場合も多かった。

日比谷公園での 2016年と 2017 年の羽化数と気温や天候との関係を調べることで、一定期間の羽化の数

は天候に左右されることが確認された

樹木の剪定や下草刈り、公園管理の為の工事（手すりやベンチの設置）など、調査地やサイト特有の環

境の変化、あるいは調査担当者の交替、調査に関わった人数の変化に伴う調査範囲（手の届く範囲など）

の変動、他者によって抜け殻が採取されてしまったための減少など、色々な要因が入ってくる可能性が考

えられた。

５）首都圏でクマゼミの増加傾向があり、抜け殻が採集されていない調査地でも声が確認されている。

首都圏のクマゼミは蕨市民公園、代々木公園、葛西臨海公園、大泉中央公園、横浜公園で採取されてい

て、その多くで増加傾向がある。また日比谷公園を始め、都心の多くの公園では抜け殻の採取はなくても

クマゼミの声が確認されており、首都圏全体としても増加していることが予想される。

６）アブラゼミの羽化時期は首都圏と阪神地区で差があるか。

2011 年の兵庫県赤塚山北公園と日比谷公園のアブラゼミの羽化時期の比較から、羽化時期の違いが確認

された。その後、赤塚山北公園と日比谷公園など首都圏 3 サイトでのアブラゼミの羽化時期を比較した。

首都圏では羽化時期が早まる傾向があり、差が縮まってきている。羽化時期に差が出ている理由は今のと

ころ分かっていない。

７）抜け殻しらべで注意すべき点・今後の課題

① 調査範囲（面積・高さなど）・調査方法をできるだけ固定することで調査の精度が上がる。

② 抜け殻数や種構成に大きな変化や経年的変化があった場合、その原因をサイト毎に検討する必要があ

る。

③ 全体的な環境変化の影響か、調査地、サイト個別の人為的な環境変化の影響かの見極めが重要。

④ 産卵・孵化・幼虫期・羽化、成虫期のどの時点の環境変化が抜け殻数に影響するかの検討が必要。

⑤ 調査地の歴史的背景（新しく作られた公園か古墳や武家屋敷跡かなど）とセミの種構成の関係にも注

目する必要がある。

以上、2017 年の調査結果および、2009 年から 2017 年まで 9 年間の調査結果から、調査サイトの環境とセミ

の種構成との関連が少しずつではあるが分かってきているものの、よく分からないことは多い。

今後ともできる限り調査を継続することで、新たな発見を期待したい。そのためには、できるだけ統一した

手法での調査を継続すること、セミ以外の環境変化の記録も重要と考えられた。

また、より多くの地域、環境の異なる調査地のデータを取得し、調査地、サイト内での抜け殻の種毎の偏り

などを検討することにより、新たな発見、考察が期待できると考えている。
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